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ではなく，また，in vitro および in vitvo の実験系で，
図１　血栓形成に関わる自己抗体（抗β2-グリコプロテイン I（β2GPI）抗体）
この種の易血栓性をもたらす抗β2GPI 抗体は，陰性荷電リン脂質や陰性荷電基を有する疎水表

















in vitro で，酸化 LDLは，遊離型β2GPI と速やかに静


















検出されるような IgG 抗β2GPI 抗体が存在する場合，
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・β2GPI は，LPS への結合することで，LPS によるTFおよび IL-6発
現を抑制する
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